
ＩＣＴの活用場面を含んだ板書型指導案（保健体育）科                  令和８年１０月１６日（金） ５校時  指導者：村田 秀岳 

○単元名「バレーボール」 

○指導と評価の計画（全１２時間） 

次 ねらい・学習活動等 

評価の観点 単元の評価基準 評価方法 

知 技 思 態  
 

第一次 

 

１時間 

◇オリエンテーション 

◇ボール慣れ ○      

○球技の各型の各種目において用いられる技

術には名称があり、それらを身に付けるた

めのポイントがあることを言ったり書き出

したりしている。 

○観察 

○振り返りシート 

第二次 

 

２時間 

◇オーバーハンドパス 

◇アンダーハンドパス 

◇フォーム確認 

 ○   

○味方が操作しやすい位置にボールをつなぐ

ことができる。 

○観察 

第三次 

 

１時間 

◇パス練習 

 

◇パスの使い分け 

 

 

○ 

 

 

 
 

○相手のパスに備えた準備姿勢をとることが

できる。 

○観察 

第四次 

 

１時間 

◇パス練習 

 

◇サーブ練習 
  ○  

○提示された動きのポイントやつまずきの事

例を参考に、仲間の課題や出来映えを伝え

ている。 

○観察 

第五次 

 

３時間 

◇パス練習 

 

◇三段攻撃 
   ○ 

○練習の補助をしたり仲間に助言したりし

て、仲間の学習を援助しようとしている。 

○観察 

○振り返りシート 



第六次 

 

２時間

(本時 

10/12) 

◇ポジショニングの確認 

 

◇デジタル作戦ボードと動画を活用した修正 

 

◇簡易ゲーム 

  ○  

○デジタル作戦ボードを活用し、チームや個

人の課題を修正する方法を考え、仲間と共

有し、簡易ゲームで意識して取り組むこと

ができる。 

○振り返りシート 

○デジタル作戦ボード 

第七次 

 

１時間 

◇チームミーティング 

 

◇最終リーグ戦① 

 

   ○ 

○仲間と話し合う場面で、提示された参加の

仕方にあてはめ、チームへの関わり方を見

付けている。 

○観察 

○振り返りシート 

第八次 

 

１時間 

◇最終リーグ戦② 

 

◇単元のまとめ 

総括的な評価 

○観察 

○振り返りシート 
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単元『バレーボール』 本時（１０／１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
活
動 

導入 

① 前時の振り返りを行い、自チ

ームのレシーブ時における

｢お見合いエリア｣や課題を

確認する。【A1】【C2】 

 

展開 

① 作戦ボード上でコマを動かし、守備の責任エ

リアや優先処理者を決定する。【C2】【C3】 

② 作戦をもとに前半ゲームを行う。【B2】 

③ 前半ゲームの撮影動画を振り返り、理想の配

置と実際の動きとのズレ(課題)を見つける。

【B3】【C1】 

④ 修正した作戦をもとに後半ゲームを行う。 

まとめ 

① 作戦通りのポジショニング

ができたか、｢お見合い｣が

解消されたかをチームで話

し合い、振り返りシートに

記入して全体で共有する。

【B4】【C1】 

留
意
点 

① タブレットのデジタル作戦

ボードを開き、チームの初期

配置と本時の見極めたい内

容を明確に確認させる。 

① 衝突や見送りが発生しやすい｢お見合いゾー

ン｣のボール優先処理者をあらかじめ決定さ

せる。 

② コート半面のポジショニングが把握できる

よう、高めの画角から動画撮影を行わせる。 

③ 実際の撮影動画と、作戦ボード上の理想配置

を比較させ、現実的なポジション修正を行わ

せる。 

① 動画比較から見えた「よか

った点」や「新たな課題」を

承認し、ポジショニングと

役割分担の重要性を価値づ

ける。次時への意欲につな

がるよう相互評価を行う。 

 

メタモジ メタモジ／カメラ機能(動画撮影・再生) メタモジ 

主眼（本時の目標） 

 ｢デジタル作戦ボード｣を活用し、自チー

ムのレシーブ時における課題を解決する

ためのポジショニングを主体的に考え、簡

易ゲームの中で実践できるようにする。ま

た、互いの動きを撮影した動画で振り返る

ことで、動きの改善点を見つけ、次の作戦

(後半)に生かすことができる。 

主発問（めあて） 

 「作戦ボードで『だれが・どこを守るか』

を決めてゲームをし、動画で見つかったズ

レを修正しよう！」 

【板書・ＩＣＴ画面 等】 

                           

【主体的・対話的で深い学びを 

実現するＩＣＴ活用のポイント】 

●各班に 1 台のタブレット端末を導入

し、デジタル作戦ボード（MetaMoJi）

と動画撮影機能をスムーズに組み合

わせて活用する。【C2】 

●「守備のポジショニング」をコート

図上に視覚化し、動線や守備エリア

を重ね合わせることで、生徒同士の

具体的かつ建設的な戦術対話を活性

化させる。【C1】【C3】 

●実際のゲーム映像と作戦ボード上の

理想の配置を比較分析させること

で、生徒自らが「動きのズレ」を客

観的に認識し、主体的に作戦を再構

築していく「深い学び」のサイクル

を確立する。【B3】 ICT 


